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【 請 求 項 １ 】
共 振 振 動 子 の 振 幅 を 測 定 す る た め の 装 置 で あ っ て 、
　 駆 動 ユ ニ ッ ト （ １ ４ ） が 振 動 軸 （ ２ ） を 中 心 に 周 期 Ｔ で 振 動 さ せ る 第 １ ミ ラ ー 面 （ ８ ）
を 有 す る 共 振 振 動 子 と 、
　 第 １ ミ ラ ー 面 （ ８ ） に 対 向 し て 配 置 さ れ 、 ま た 、 第 １ ミ ラ ー 面 （
８ ） に 測 定 光 （ ３ ） を 発 す る レ ー ザ ダ イ オ ー ド （ ４ ） で あ っ て 、

、 が 含 ま れ 、
　 前 記 受 光 器 （ ６ ） は 、 関 数 と し て パ ル ス を 発 生 す る 評 価 電 子 回 路 （
１ １ ） に 接 続 さ れ 、

、
　 最 大 振 幅 の 実 際 値 は 、 評 価 電 子 回 路 （ １ １ ） に お い て 、 式 Φ Ｉ Ｓ Ｔ ＝ ａ ｒ ｃ ｔ ａ ｎ （ ａ
／ ｂ ） ／ ｓ ｉ ｎ π （ １ ／ ２ － Δ ｔ ／ Ｔ ） に 基 づ き 算 出 さ れ る 、 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】

光 軸 （ ２ １ ） に 沿 っ て
第 １ ミ ラ ー 面 （ ８ ） が 測

定 光 （ ３ ） を 偏 向 し 、 光 軸 （ ２ １ ） が 、 振 動 軸 （ ２ ） と 交 差 し 、 ま た 、 駆 動 さ れ て い な い
時 の 、 従 っ て 、 静 止 し て い る 時 の 第 １ ミ ラ ー 面 （ ８ ） を 基 準 に し て 角 度 （ γ ） で 延 在 す る
、 前 記 レ ー ザ ダ イ オ ー ド （ ４ ） と 、
　 光 軸 （ ２ １ ） か ら 既 知 の 距 離 ” ａ ” に お い て 、 ま た 、 第 １ ミ ラ ー 面 （ ８ ） か ら 既 知 の 距
離 “ ｂ ” に お い て 、 第 １ ミ ラ ー 面 （ ８ ） に 対 向 し て 配 置 さ れ た 第 １ 受 光 器 （ ６ ） で あ っ て
、 受 光 器 が 測 定 光 （ ３ ） と 偏 向 測 定 光 （ ５ ） と に よ っ て 画 成 さ れ る 面 内 に 配 置 さ れ 、 偏 向
測 定 光 （ ５ ） が 、 周 期 の 象 限 （ ０ 、 ・ ・ ・ 、 Ｔ ／ ４ 又 は ０ 、 ・ ・ ・ 、 π ／ ２ ） 内 に お い て
、 ま た 、 こ の 周 期 の 後 続 の 象 限 （ Ｔ ／ ４ 、 ・ ・ ・ 、 Ｔ ／ ２ 又 は π ／ ２ 、 ・ ・ ・ 、 π ） 内 に
お い て 、 受 光 器 （ ６ ） 上 を 移 動 し 、 第 １ 受 光 器 （ ６ ） は 、 共 振 振 動 子 の 偏 向 が 、 振 動 の 最
大 振 幅 （ ｎ ＊ ２ π ＋ π ／ ２ ； ｎ ＝ ０ 、 １ 、 ２ 、 ３ 、 ・ ・ ・ ） で な く 、 ま た 、 振 動 の ゼ ロ 交
差 （ ｎ ＊ π ； ｎ ＝ ０ 、 １ 、 ２ 、 ３ 、 ・ ・ ・ ） で も な い 時 、 偏 向 測 定 光 （ ５ ） に よ っ て 照 射
さ れ る よ う に 配 置 さ れ る 、 前 記 第 １ 受 光 器 （ ６ ） と

受 光 器 が 照 射 さ れ る

　 評 価 電 子 回 路 （ １ １ ） は 、 前 記 パ ル ス を 用 い て 、 時 点 （ ｔ １ 、 ｔ ２ ） を 算 出 し 、 ま た 、
こ れ ら を 基 に 、 時 間 間 隔 Δ ｔ ＝ ｔ ２ － ｔ １ を 算 出 し



請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　

。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　 共 振 振 動 子 は 、 有 用 な 光 を 偏 向 す る た め に 第 １ ミ ラ ー 面 （ ８ ） に 対 向 し て 配 置 さ れ た 第
２ ミ ラ ー 面 （ ９ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】

【 請 求 項 ５ 】

【 請 求 項 ６ 】

【 請 求 項 ７ 】

【 請 求 項 ８ 】

【 請 求 項 ９ 】
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前 記 画 成 さ れ た 面 に お い て 、 第 ２ 受 光 器 （ ７ ） が 、 測 定 光 （ ３ ） の 光 軸 （ ２ １ ） を 基 準
に し て 、 第 １ 受 光 器 （ ６ ） に 対 称 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 装 置

請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　 評 価 電 子 回 路 （ １ １ ） は 、 閉 ル ー プ 制 御 手 段 （ １ ２ ） に 接 続 さ れ 、 閉 ル ー プ 制 御 手 段 （
１ ２ ） は 、 共 振 振 動 子 の た め の 駆 動 ユ ニ ッ ト （ １ ４ ） に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
装 置 。

請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ４ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　 評 価 電 子 回 路 （ １ １ ） は 、 演 算 回 路 （ １ ７ ） と メ モ リ （ １ ８ ） と を 含 む 映 像 電 子 回 路 （
１ ３ ） に 接 続 さ れ 、 前 記 映 像 電 子 回 路 （ １ ３ ） は 、 駆 動 電 子 回 路 （ １ ５ ） に 接 続 さ れ 、 駆
動 電 子 回 路 （ １ ５ ） は 、 変 調 可 能 な レ ー ザ 光 源 （ １ ６ ） に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 装 置 。

共 振 振 動 子 の 振 幅 を 測 定 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 ａ ） 共 振 振 動 子 を 振 動 軸 を 中 心 に 周 期 Ｔ で 振 動 さ せ 、
　 ｂ ） 振 動 の 半 波 内 に お い て 、 所 定 の 偏 向 （ β １ ） が 起 こ る 時 点 （ ｔ １ 、 ｔ ２ ） を 決 定 し
、 前 記 所 定 の 偏 向 は 、 振 動 の 最 大 振 幅 （ ｎ ＊ ２ π ＋ π ／ ２ ； ｎ ＝ ０ 、 １ 、 ２ 、 ３ 、 ・ ・ ・
） で な く 、 ま た 、 振 動 の ゼ ロ 交 差 （ ｎ ＊ π ； ｎ ＝ ０ 、 １ 、 ２ 、 ３ 、 ・ ・ ・ ） で も な く 、
　 ｃ ） 時 間 間 隔 Δ ｔ ＝ ｔ ２ － ｔ １ を 時 点 （ ｔ １ 、 ｔ ２ ） に 基 づ き 算 出 し 、
　 ｄ ） 最 大 振 幅 の 実 際 値 を 、 式 Φ Ｉ Ｓ Ｔ ＝ ２ β １ ／ ｓ ｉ ｎ π （ １ ／ ２ － Δ ｔ ／ Ｔ ） に 基 づ
き 算 出 す る 、 方 法 。

請 求 項 ６ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 ス テ ッ プ ｂ ） 及 び ｃ ） を 、 振 動 の 後 続 の 周 期 に お い て 繰 返 し 、
　 所 定 の 偏 向 （ β １ ） が 起 こ る ２ つ の 後 続 の 周 期 に お い て 得 ら れ る ２ つ の 時 点 （ ｔ １ 、 ｔ

３ ） 間 の 時 間 差 に 基 づ き 、 周 期 Ｔ を Ｔ ＝ ｔ ３ － ｔ １ と し て 算 出 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法
。

請 求 項 ６ 又 は 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 最 大 振 幅 の 実 際 値 を 、 共 振 振 動 子 に お け る 最 大 振 幅 の 所 望 の 値 を 調 整 す る た め の 閉 ル ー
プ 制 御 手 段 （ １ ２ ） に 供 給 し 、 制 御 装 置 出 力 を 閉 ル ー プ 制 御 手 段 に よ っ て 駆 動 ユ ニ ッ ト （
１ ４ ） に 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。

請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 角 度 ２ β １ の 大 き さ を 、 算 出 さ れ る 時 間 Δ ｔ が 、 映 像 画 像 の 後 続 ラ イ ン の 書 込 み 時 に お
け る 帰 線 消 去 間 隔 に 対 応 す る よ う に 、 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
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